
四国太平洋海域の化学

この度海洋化学研究所の海洋化学学術賞を
賜り誠に有難く光栄に存じますとともに、こ
れまでご指導を賜りました藤永太一郎先生な
らびに重松恒信先生、さらに森井ふじ先生に
まず深く感謝を捧げたいと存じます。そして
故石橋雅義先生には海洋化学研究の重要性と
指針をお示しくださり、高知大学において故
山本広志先生の下で研究に取り組むことがで
きましたのは私の生涯にとりまして誠に幸運
なことでありました。その恩恵に対しまして
も感謝申し上げます。またそのほか多くの諸
先生、先輩同僚のご指導とご鞭撻により微カ
ながら研究を進めることができたのは云うま
でもありません。あらためて感謝申し上げま
す。私の研究が四国太平洋わけても土佐湾と
いう地理的条件に恵まれていましたのも幸い
でしたが、公害問題から環境問題というよう
に社会的情勢が変化する中で、さまざまな課
題を経験したことも、私にとっては大きな勉
強になったと考えています。ここに研究成果
を取りまとめ、ご指導を仰ぐと共に諸先生方
への感謝といたしたく存じます。
さて、その第ーは、内湾の潮目に関する研

究です。四国の海域のうち土佐湾の海水は黒
潮の蛇行に伴う外海水の分岐流と、湾内に流
入する多くの河川水によって影響を受けた沿
岸水によって、固有の水塊を形成しますが、
土佐湾東部で形成された場合は反時計方向の
流れが多いのに対して、湾西部の水塊では逆
に時計方向の流動を示すことが多いことに気
づきました。これらの水塊の境界域ではしば
しば潮目を形成し、そこに優れた漁場が形成
されています。そこで私は初期の研究におい
て、潮目の水塊に集積する化学元素に着目し

今井嘉彦＊
て、その実態を調査しました。水塊の境界域
がよい漁場となるためには化学元素の分布や
存在状態の上から何か特徴があるはずだとの
考えによるものです。塩分はもとより、栄養
塩など多くの元素を研究の対象としました
が、特に内陸水と関係の深い鉄とアルミニウ
ムについて詳細に調査しました。その結果、
これらの元素が潮目で集積する事実のあるこ
とが明らかになりました。この現象は河口域
でも、外海と沿岸水などでも、いわゆるフロ
ントの化学にとって重要なものと考えます。
この研究はさらに内湾など閉鎖水域の特性の
解明にも応用し、リン、ヒ素、チタンなどの
化学種が底土と海水との間で、また内陸水と
海水との間で溶解、共沈などの現象を示す実
態を明らかにしました。
第二は廃湘による海洋汚染に関する一連の

研究です。 土佐湾は重油の輸送ルートになっ
ているため、 事故や不法投棄など、いわゆる
油汚染の多い海域として注目されました。お
りしも、タンカーから大量の原油が流出する
事故が相次いでおこり、海域での湘の挙動や
湘の識別方法に関する研究が求められまし
た。ゲルバーミェーションクロマトグラ
フィー (GPC) による分子量分画、ヨウ索
価、ニッケルおよびバナジウムなどの金属含
量を原湘と廃‘i柑ボールのそれぞれについて分
析し、これらの分析結果を組み合せることに
よって有効な袖の識別（例えばタンカーの袖
と漂着した廃袖ボールとの関係の判定にな
ど）に役立てることができました。同時に廃
油ボールの漂着状況から海水の流動状況を把
握することができたのも幸いでした。またこ
れを機会に南四国太平洋沿岸のすべてを踏杏
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することができ、この研究は廃棄物による汚
染の調査として継続することとなりました。
第三は土佐湾に流入する河川水の化学に関

する研究です。これは主としてダム湖などの
閉鎖水域に発生する淡水赤潮について研究し
ました。土佐湾に流入する河川にはいずれも
ダム湖がありますが、最近淡水赤潮が発生す
るようになり、その原因の解明が課題となり
ました。赤潮の原因となるプランクトンは、
ペリジニウム属で、これまで 5種類ほどが確
認されています。走光性が強く、貧栄養状態
でも発生し、主にダムの河川流入口付近に集
積する性質があります。研究の輿味は発生条
件としての水質と赤潮の集積機構でありまし
たが、水質ではリンと微量の鉄とカルシウム
がそれぞれ重要な発生の制限因子であること
を確かめました。また集積機構については、
ダム湖のほぼ全域で発生したペリジニウム属
が、その走光性や湖水に生じる上流方向の流
れに乗って集積することが明らかになりまし
た。しかしダム周辺の汚濁解析や赤潮ブルー
ムの前後でペリジニウム属と他のプランクト
ンとがどのような分布上の関係を持つのか、
また水質のうち、赤潮発生の刺激となる化学
物質の探査など未解決の課題の多くは今後の
研究に待たなければなりません。
第四は深層海水などの錯化容量に関する研

究です。土佐湾の東部室戸岬の東海岸は陸地
から数百メートル離れると、水深 3 0  0 メー
トル以上となり、急に深くて、水深海水の利
用にとって好都合な地形となっています。こ
のような立地条件により高知県は深層水研究
所を設け、各方面に向かって利用のための研
究が推進されており、これまで深海でしか観
察されなかったサンゴやコンブが水槽実験に
おいて生育するなどの成果をあげています。
ところで、深層海水はウイルスなどの有害

細菌や化学物質による汚染が少なく、その反
面生物生産に必要な栄養塩を多く含むなどの
特徴があります。しかし、生物への増殖活性
は汲み上げた直後は十分でなく、しばらくす
ると活性がでてくるといういわゆるタイムラ
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グを生 じる現象が知られています。タイムラ
グを起こす原因は生物生産の刺激となる物質
の化学種が何らか変化するためであろうと考
えられ、その解明が待たれています。私ども
はまず、その指標として錯化容鼠の測定から
はじめました。それには優れた錯化容量の測
定方法を開発する必要があります。錯化容蘭
の測定法は各種の方法がありますが、私ども
は、海水中の有機物を濃縮するのに都合のよ
いX A D - 4樹脂を利用し、これに2 ーテノイル
トリフルオロアセト ン (TTA) の銅錯体を
コーティングして、それをカラムにつめ、試
料海水をこれに通し、配位子交換により溶出
する銅イオンを原子吸光光度法で測定する方
法を開発しました。この方法で測定される銅
錯化容量は試料の260nm吸光度やD O C量と高
い相関を示 し、有機物による配位子の挙動を
調べる手がかりになるという結果が得られま
した。
さて、深層海水については、はじめに述べ

ましたように、生物増殖のタイムラグを生 じ
ますがその原図にどのような錯体が関与し、
それがどのような経時変化を示すのか棟味あ
るところであり、解決すべき課題が残されて
います。このことに関してまず深層海水を一
定期間凍結保存したのち、解凍し、銅錯化容
量を測定することから始めました。深層水を
水深300mより汲み上げた直後の銅イオンは
0.3μ g/1~0.6μ g/1であり、全体量の約30％が
錯体として存在していましたが、これを凍結
保存し、解凍しますとその後は次第に銅錯化
容量が減少しました。このことは経時的に銅
イオンが錯化するためであると推察されま
す。深層水の化学種の実態についてさらに研
究を進めたいと考えています。
次に錯化容鼠の応用を河口水域について実

施しました。河口水域で海水と河川水とが混
合する度合に対応し、銅錯化容量を測定しま
すと、塩分の消長以上に銅錯化容罷の高い海
水が存在し、このことから海水と河川水とが
混合する際に有機物等が濃密となる過程があ
ると注目しました。
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さらに銅錯化容量をデトライタスにも応用
しました。河川の河床に堆積したデトライタ
スは付着藻類など水生生物の分解物や無機堆
積物を含むもので、水中の生物生産にとって
重要であるばかりでなく、金属イオンの補足
などにも関与すると考えられます。各地の河
川のデトライタスを採取し、その銅錯化容量
をイオン選択性電極法により測定しますと、
特に銅イオンの多い鉱山廃水を含む河川のデ
トライタスでは、他の河川の場合よりも銅錯
化容量が値が低いという結果が得られまし
た。これはデトライタスがすでに銅イオンと
結合していて新たに錯化する余地が少ないた
めであろうと思われます。このようにデトラ
イタスは水中の溶存金属イオンに少なからず
関わっているものとみられます。河川水の汚
濁解析にも錯化容罷の測定は有意義であり、
さらにこの詳細な検討が必要であります。
最後に潮間帯におけるイオウ化合物の動態
に関する研究についても述べたいと思いま
す。潮間帯は内陸部と海域の接点であり、生
物生産にとっても、大気と海水との相互作用
の点でも重要ですが、四国太平洋海域では資
料の蓄積が要求されているところでもありま
す。たとえば漂着物の堆積やその分解などに
よる化学種の実態やそれらが、卵、稚魚の生
産に及ぼす影響などが注目されるところで
す。そこでまず、高感度で迅速な分析法の開
発を目指し、次のような分析法を開発しまし
た。すなわち水溶性ボルフィリンの一種であ
る5, 10, 15, 20 - テトラキス（4 - スルホフェ
ニル）ボルフィリン (TTPS) とマンガンイ
オンとの錯形成反応を水銀 (II ) イオンが定
量的に促進することを見出し、硫化物イオン
によって水銀 (II) イオンの触媒作用が定量
的になくなることを利用して硫化物イオンを
定量する新しい方法を開発しました。この方
法では J0・8Mレベルの硫化物を定量すること
が可能となり、 FIA法と組み合わせて現場測
定に応用すべく研究を進めており ます。
以上四国太平洋海域の内陸部より海域に及

ぶ環境汚染を主とする研究の成果を述べさせ
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今後ともご指導宜しくお願い申し上げます。
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